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　季節外繁殖は、めん羊の生産性向上のための重要な技術の一つであり、我々の研究室では、繁殖

効率の向上を目指し、年2回の分娩やラム肉の通年供給を目標に1980年よりホルモン処理による

季節外繁殖試験を行なっている。その結果、交配率では高い成績を得るに至ったが、分娩率におい
　　　　　　　　　　　　　1．2，3．4．5．6　）
ては常に望ましい成績が得られるとは限らず、それらの原因追求を行なっている。1985年及び

1986年において、繁殖成績に大きな影響をもたらすと考えられる発情誘起雌羊に対する種雄羊

の性行動について観察を行なったので報告する。

材料及び方法
　試験には、信州大学繊維学部附属農場に飼養中のサフォーク種11頭、サフォーク系雑種10頭計

21頭の成雌羊と、種雄羊として3頭のサブrk　一ク種を用いた。発情誘起には、武田らの方法によ
5，6）

り、医療用シリコンにMAP（Methyl－Acetoxy－Progesterone）80mgを含ませたリングを作

成し、供試羊の膣内に10日間挿入した後、PMS（妊馬血清性性腺刺激ホルモソ）10001Uを筋肉

注射した。発情誘起処理後、1985年においては、種雄羊にマーキングハーネスを装着し雌羊群中

に同居させ、腰部にクレヨンマークが付着した雌羊を発情交配羊とみなした。交配状況の観察時に

おいては、雄羊の雌羊への乗駕とペニスの挿入をもって1回の交配とした。1986年においては、

種雄羊を隔離し、6：00、14：00及び22：00にそれぞれ30分間雌羊と同居させ交配状況を観

察した。さらに、1986年4月より電気刺激法により、月2回種雄羊の精液を採取し、精子活力、

精子濃度、射出精子数などの精液性状をも調べた。

結　　果　　及　　び　　考　　察

　1985年は、発情交配率（交配雌羊／供試雌羊）は19頭中15頭で78．9％であった。交配状況

を詳しく観察するために種雄羊を1頭だけ雌羊群中へ入れ、24時間連続観察した結果は図1の通

りである。24時間の総交配回数は52回で交配間隔は最短15秒、最長2時間56分、平均27．7分
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でかなり頻度が高かったo発情交配羊15頭中5頭が分娩し分娩率（分娩羊／発情交配羊）は33．3

％であった。これは、ホルモン処理による誘起発情時には交配が集中するため、種雄羊と成雌羊の

常時同居は種雄羊の性的負担が大きく、ひいては繁殖能力の低下をもたらしたものと考えられた。

そこで、1986年4月22日から30日までの交配試験では種雄羊の負担を軽くするため、前記のよ

うに種雄羊を隔離し8時間間隔で30分間のみ同居させ交配を行なわせた。その結果は、発情交配

率は8頭中8頭で100％であり、1頭の種雄羊の9日聞での総交配回数は255回であった。この

時の交配は多い時では30分間に38回、少ない時では0回（乗駕は行たったが交配はしなかった）

平均1日（30分×3回・合計1時間30分）に28・3回行なわれた。交配に制限を加えたにもかか
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　　　　　　　図1連続観察時における♂の交配回数

　　　　　　　　　　1985　　5／17．　5：00～5／18．　5：00

わらず、この数値は種雄羊にとってまだ大きな負担であると考えられた。そこで、続く6月15日

から7月1日の交配試験では、さらに厳しく制限を加え、交配（一く　＝＝スの挿入）時に射精を確

認したら直ちにその雌羊を隔離する方法をとった。その交配状況は図2の通りである。交配率は14

頭申12頭で85．7％であった。また、17日間での総交配回数は107圓、平均すると1日（30分×

3回、合計1時間30分）に6．3回となった。

　4月の試験区では分娩率は8頭中2頭で25．0％。6月の試験区では12頭中8頭が分娩し、66．7

％となり、交配を制限した効果が現われたものと考えられた。しかし、以上のように交配に制限を

加えたにもかかわらず、図3に示すように交配期間後に精子活力、精子濃度及び射出精子数等の精

液性状の劣化は著しかった。発情同期化羊の頭数の増加に伴ないこの精液の劣化はより著しくなる
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図3　　精液性状の変化
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ことが予想される。これらを予防する方法としては、人工授精や厳しいハンドサービスが必要と考

えられた．厭小林らも結・ているよζ、≧ホルモ。処理時には、処理終了後淀購。発情カミ

集中するので、発情鑑定の難iかしいめん羊において、人工授精やハンドサービスを実施する上で好

都合であると考えられた。
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